






大学等の若手研究者

・運営費交付金減少の補填関連業務
・文科省の施策への対応
・過度のコンプライアンス対応
・任期制ポジション（⇒近視眼的に）

現状：大学研究者［教授］が憧れの対象（収入・ステータス）ではない

・世界レベルの研究者の絶対数が少ない（企業と同じ）
・今の自分の研究に拘る人が多い
・新しい領域，学際分野に対する興味が薄い
・失敗したと言われることを恐れる

プロジェクトの審査・評価，学会，講演，講義を通しての印象

多数の意見：研究以外の雑用に忙殺（研究に集中できない）

こられを取り除いて変わるか？

期待される「新分野・未開拓分野での質の高い基礎研究」は困難？

［研究者は若い時に育つ。弊害あり］

理由






